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保育所再編整備事業の進捗状況について 

1 福良小学校区 

公立ちどり保育所と私立福良保育園を統合し、平成 30 年 4 月 1 日から新しく「公私連携幼保連携型認

定こども園」を開園する予定です。新しい認定こども園は、「福良保育園」を運営する「社会福祉法人むつみ

福祉会」が、現在の「ちどり保育所」の園舎を利用し運営します。 

また、平成 30 年 4 月の統合に向け、児童への影響を最小限に留めるための取組みとして、平成 29 年度

において「引継・共同保育」を実施します。新しい認定こども園で勤務する保育士と、児童やその保護者との

信頼関係を築くと共に、保護者・法人・市の三者による協議会を開催し、統合後の保育・教育サービスに

ついての合意形成を図ります。 

 
 

 

●運営形態

ちどり保育所の運営を法人へ移管し、両園を統合して新たな認定こども園を設置

（公私連携幼保連携型認定こども園）

●施設状況

定員：100名（うち、1号認定定員3名）

園舎：ちどり保育所園舎を利用（事前改修を市で実施）

●移管方法

土地 ：無償貸与（30年間、以降5年ごとの更新）

建物・備品：無償譲渡（公私連携法人の指定取り消しの場合は返還）

公私連携幼保連携型認定こども園とは 

民営民設でありつつも市町村の関与を明確にしつつ、設置主体に設置のインセンティブが働く新しい運

営形態。対象法人は、学校法人又は社会福祉法人に限定。市と法人が協定を締結し、提供すべき教

育・保育・子育て支援事業の内容について確実に担保することとされている。また、公立と共通の特色ある

教育・保育内容や小学校との連携、職員配置、市民や第三者によるチェック、市への定期報告について

も協定で定め、業務の透明性、客観性を担保する。さらに、市による指導監査や違反時の是正勧告、指

定取り消しも可能。 

 なお、公有設備の無償又は廉価での貸付け・譲渡その他の協力に関する基本的事項についても協定

で定める。 
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2 北阿万小学校区 

 公立北阿万保育所と私立淡路さゆり幼稚園との統合については、幼稚園を運営する「学校法人北島学

園」より、両園の統合による認定こども園の設置・運営について陳情書が出されており、今後は、自治会や保

護者の意見を伺い、法人と協議のうえ統合について検討していきます。 

3 市小学校区 

 公立市保育所の利用ニーズの拡大に伴い、増加する入所児童に対する保育スペースの拡充と施設環境整

備を目的に、園舎の増築工事を検討しています。すでに平成 28 年 9 月には園舎及び園庭等の整備用地と

して約 2,700 ㎡を買収しており、今後は基本設計を作成のうえ整備計画を周辺住民及び自治会等と協議

し、増築工事を計画していきます。 

認定こども園運営予定法人決定までの経緯

•平成28年2月 福良保育園保護者説明会（法人主催）

•平成28年5月 ちどり保育所保護者説明会、福良地区自治会説明会（市主催）

•平成28年6月 保護者合同意見交換会（両園の保護者会役員を対象）、統合に係るアンケート調査

（保護者会が独自に実施）

•平成28年7月 ちどり保育所保護者会総会で、統合及び民間移管について保護者の同意・了承

•平成28年8月 福良保育園保護者説明会（統合への同意・了承）

•平成28年11月 「第1回公の施設民営化検討委員会」で、統合及び民間移管についての方針と移管

法人の候補者の承認

•平成28年12月 「第2回公の施設民営化検討委員会」で法人指定審査を実施し、公私連携法人とし

て「社会福祉法人むつみ福祉会」を指定し、移管予定法人として決定

今後の予定（スケジュール）

•平成29年3月 「三者協議会」を開催し、「引継・共同保育」の内容や保育の継続性を維持するための課

題や調整が必要な事項についての協議

•平成29年3月末 上記協議を経て、「南あわじ市立ちどり保育所の移管前の運営に関する覚書」を締結

•平成29年4月～ 統合後に勤務予定の保育士を中心にした「引継・共同保育」の実施

•平成29年7月 「公私連携幼保連携型認定こども園の設置・運営に関する協定書」の締結

•平成29年9月 保育所設置条例の改正、市有財産の譲与についての議案上程（議決）

•平成30年3月 認定こども園の設置届出（県）
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4 広田小学校区 

 広田保育園についても、利用ニーズの拡大に伴い入所児童数が増加しており、職員及び送迎用駐車場の

不足解消や、隣接する小・中学校の整備事業との関連から、園の移転を早期に実施する方向で検討してい

ます。現在、移転先の候補地を選定中であり、今後は事業予定地の鑑定評価の実施結果を踏まえ、地権

者や自治会、保護者への説明会を実施していく予定です。 

 なお、移転後は新たに「認定こども園」としての運営を検討すると同時に、園舎の建設費用について国の施設

整備費交付金の活用が可能となる「民間移管」についても検討することとします。 

5 阿万小学校区 

 平成 28 年度から公立灘保育所と統合した阿万保育所について、老朽化に伴う屋内大規模改修工事を

平成 29 年度に実施し、統合先となった保育施設の環境の充実化を図ります。 

6 総括 

 「子ども・子育て支援事業計画」における教育・保育の一体的提供と推進に関する考え方において、「南あわ

じ市保育所のあり方検討委員会」からの３つの提言に基づき、保育所の施設整備、保育サービスの向上、施

設運営の効率化を目指し、認定こども園への移行や民間移管についても検討することとしています。 

 現在進めている上記 1～5 の再編整備事業については、この事業計画に沿って具体的に進められているもの

であり、早期の実現を目指していきます。 


